
【授業のねらい】 

①筆者の考えと②説明の工夫を捉えることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県教育委員会は「児童生徒が主役の授業づくり」の実現のために、「対話のある学び」を生

む「にいがた学びチャレンジ」の取組を推進しています。令和７年度は、「にいがた学びチ

ャレンジ教材（通称：まなチャレ教材）」を配信し、どの学級でも対話が生まれるよう課題

を提供しています。授業者が児童生徒の実態に応じて教材を編集可能にし、より活用しやす

くしています。課題のポイントは下記の図を参照してください。本号では第１回配信「まな

チャレ教材」を活用した小学校６年生国語（説明的文章）の実践を紹介します。 

 

【教材文の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

授業者は本時のねらいを示した後に教材文を範読し、次頁の課題①を問いました。課題①

は、教材文の事例をグラフ化するなど児童が考えをもちやすくなっていたため、児童はすぐ

にグループ内で意見を述べ合っていました。 

 

Learning View
上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ７.７.７ 

  

「まなチャレ教材」を活用し、児童生徒が主役の授業づくりを 

動物が長く生きられるのはなぜか。ゾウやウマ、ハツカネズミなどの動物を例に考

えると、体が大きく心拍数が少ない動物ほど長生きの傾向がある。しかし、カメの例

から考えると、体が大きいほど長生きというのは必ずしも成り立たない。 

 
  ①寿命の長短は心拍数の高低に反比

例する傾向がある 

②複数の動物事例を提示 ②によって①の伝わりやすさ 

がどう変化するか記述できる 



対話する中で「あっ、そうだったんだ。読み間違えていた。」と正しい内容を捉える

姿や、「カメ」を書き入れるだけでなく、棒グラフを書き込んで数値を可視化するとい

う授業者が求めている以上の姿が見られるなど、対話を基に全員が内容を正しく捉え

ることができました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

課題①の学習活動に取り組んだ後、授業者は次頁の課題②を問いました。課題②は、教材

文から読み取った内容を基にしながら自分なりの考えを構築する課題でした。児童は解が一

つではないことから、グループ内で互いの考えを伝え合い、整理しながら話し合った内容を

まとめていました。 

 

グラフに「カメ」を入れるなら、どこに入れますか。その理由を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解が難しい本文の内容を
互いに確認し合う 

正しい理解ができるよう、
グループで検討する 

理解した内容をアウト
プットする 

児童の姿 

① まなチャレ教材の課題を 
そのまま活用 

【グラフ】  

動物の寿命（年） 



課題解決に向けて話し合う中で、「数値が最大の動物と最小の動物を並べて配置す

るとどうだろう。比較しやすくなるよ。」と考えを深める姿が見られました。グループ

の意見がまとまってくると、他のグループの助言を参考にしながら更に考えを深める

など、主体的に課題に取り組む姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
児童は「対話が生まれる課題」①、②に取り組むことにより、筆者の考えと事例の関係に

着目するようになり、筆者の意図や説明の工夫を考えたいと思うようになりました。また、

まなチャレ教材が、教科書の説明的文章の学びを補完する内容となっていたことから、以前

の説明的文章で学んだ資質・能力を発揮する場となり、児童は学びをより確かなものにする

ことができました。 

 

「まなチャレ教材」実施後のポイント 

児童生徒の姿や振り返りの記述等から成果と課題を検証し、学びを次回の学習活動にどの

ように生かしていくのかについて明らかにしていくことが大切です。その際、授業者だけで

なく、校内研修等を活用して職員全員で取り組むことによって、学校全体で授業改善を図る

ことが可能となります。 

お願い 

各学校におかれましては、日々授業改善に取り組んでいることと思います。

ぜひ「まなチャレ教材」を有効に活用することで対話のある学びを促進し、 

児童生徒が主役の授業づくりを推進するようお願いいたします。 

 

 
「カメ」と「カメ」以外をどのように配置してグラフを作成すると、より筆者の 

考えが伝わるグラフになりますか。理由を含めて考えましょう。 
 
アレンジのポイント 

 グラフに答えを書き込む形式にするのでなく、グラフを実際に動かすことができるよ

うにアレンジすることで、児童は筆者の考えとそれを支える事例の関係に着目しなが

ら何度も意見交換を繰り返し、説明の工夫について考えを深めました。 

 

 

 

 

話し合いをとおして試行錯誤

しながら考えを深める 

話し合った内容をグループ

で整理し、考えをまとめる 

個々の考えをグル

ープで発表する 

児童の姿 

② 
まなチャレ教材の課題を 

アレンジ 


